
笈
之
若
葉

摩
詰
庵
雲
鈴
著
。
正
徳
五
（1

7
1

5

）
年
。
刊
本
。
出
版
地
・
京
都

出
版
者
・
小
河
多
左
衛
門

『
笈
之
若
葉
』
は
各
地
名
が
項
立
て
さ
れ
て
い
て
、
掲
載
の
文
は

野
尻
の
項
の
次
に
位
置
す
る
が
、
地
名
は
立
て
ら
れ
て
い
な
い
。

戸
隠
山
に
詣
行
程
五
里
山
に
山
を
か
さ
ね
て
さ
か
し
き
岩
根
を
傳
ひ

半
腹
に
の
ほ
れ
ハ
後
ハ
飛
騨
信
濃
の
國
を
か
き
り
て
雪
の
山
ま
は
ゆ

き
ほ
と
に
照
わ
た
り
麓
ハ
春
の
半
を
あ
ら
ハ
し
て
草
青
み
桃
櫻
盛
也

そ
れ
よ
り
神
前
に
ぬ
か
つ
き
奥
の
院
に
詣
そ
の
道
一
里
雪
ハ
た
ち
ま

ち
に
脛

ハ

キ

の
う
へ
こ
し
て
家
い
つ
こ
に
有
共
見
え
す
老
人
云
さ
れ
は
此

神
の
爰
に
立
せ
給
ふ
事
ハ
有
か
た
き
故
あ
る
へ
し
と
聞
ハ
信
心
今
さ

ら
也

神

く
し

戸

隠

の

花

の

枩

檜

涼
菟

戸
か
く
し
の
尚
奥
ふ
か
し
雉
子
の
声

雲
鈴

註

古
俳
書

愛
知
県
立
大
学
図
書
館
貴
重
署
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
画
像
が
あ
る
。
九
コ
マ
目
。
新
編
信
濃
史
料
叢
書
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巻

(

連
歌
俳
諧
信
濃
紀
行
集) 

に
も
釈
文
が
あ
る
。


